
S’　，3　：・1

　日

　1

　11

　21

（31）

　
九

脚

　赤　纒
1｛｝日寺39分5｛♪秒、

1ユ艮寺15分55承嬰

11U寺51分48秒

12日寺…2ア分tb（）1…少

月の天象
太　　　　陽
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　；’1ヒS度27分　　　　　 ：｝1分45秒

　北4度44分　　　二；1分δo秒

　北0度53分　　　；；1分5δ秒
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　月始めは虞女宮にあり，8日にその中央を通過するが，24日には天秤宮に

侵入する．印ち此の日は秋分であって，遵夜三分のH，日出は午前5時49

分，日渡午後5時55分である．

　月の相

満　　　刀

下　　　弦

新　　　月

上　　　弦

遠地鮎通過

近地s5通過

　　　　　　　月

　　　　時　刻

8日午前11時47分48秒

16日午前　b時12分42秒

22日午後8時41分36秒

29日午後11時57分48秒

6日∠「二膏冠　6日寺54分

21日午後1時54分

直樫観

29分32秒

31分42秒

33分5秒

30分6秒

29：分25秒

33分13秒
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　今月の遊星歴訪を述べると，先づ2日午後4時に土星を追ひ越して，共の

南側5度の所を通過するのが最初である．次ぎは10日の午後11時に，天王

星と出合って，先月同様に掩蔽を起す・今月は，二二からも見る事が出來

るのであるが，月光が強くて，除程大きな望遠鏡でないと，天王星をとて

も見る事が出來まい．17日午前4時には火星と出合って，その北5度を通り，

同日午後11時には木星に追ひ付いて．同じく北5度の所を通る．21日午前3時

に海王星を追ひ越し，22日午後二3時には水星の，すっと北側を通り過ぎる．

26日午前5時には金星に出合って，その北側2度の所を通り．29日午後11時に

は，再び土星に追ひ付いて，その南側16度を通過して，今日の歴訪を終る．
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恒　　星　　界

　日が西に渡して了ふと，九月の室には，七夕の失婦星の後を追ふて，Lは

くちょう「の北の十字星座が，吾等の天頂を占領し，まナこ，此れを貫く，

天の河は，既に其の流れの方向を東北から西南へと攣へてるる．Lはくちょ

う「座は廣い星座であって，二重星，三重星，i攣光星，星雲等と，實に見

る可きものが多い．殊に時々新星が現はれるので，注意を怠るわけに行か

ぬ．

　南天にはしやぎ「，しみつがめし，　Lうを「などの，淋しい星座が相ひ弛い

で進んでみる中に，只，しみなみうをコのフオマルホウト星が，我物顔に輝い

て居るの丈が目を惹く．

　しかし，夜が更けると同時に，天頂にはLペガズが追って來，そのあ

とからは，しアンドロメ「・Lカシオペゼ，Lペルセ「等の秋らしい星座が，

績々と登り，夜孚には東南の室にしくぢら「が見える様になる・

　しまきを、，しおほくま「，しりょうけんn等は西の室に低く，これに代って，

しさんかく■，しひつじ「等が登って來る．
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　水星　月始めは宵の西室に見え，8日の停留以後は逆行に移り，21　H

には太陽と内含となるので月の二二は観望不能．月初めの位置はLをとめ■

座η星の南．視直径8秒．光度正1等級．30日に停留で，以後順行に移る．

　金星　育の星．月初めLをとめ「座スピカ星に近く，順行して月末に

はしてんびんコ座中に到る．12日に東方最大離角46度に達し，以後は徐々に

太陽に近付く，月始めて覗直樫21秒，月末に31秒．光度負4等．月初め丁度

一月型であっナこが次第に訣けて5日月位ひとなる．

　火星　　夜孚出現，しふナニゴ座西端より順行を別け，月末には同座中央

より楕束に進む．27日朝，木星と40分除りの距離を距て・相並ぶ，光度1等，

覗直径6禾少決り．

　木星　夜判｛槻，火星に近く，光度は一等掌．視直揮34秒．しかに「の

中央．

　土星　袴に南中する，未だ観望には都合よく，視直径も15秒であり，光

度も正孚等．しいで座の中央にあって，9日の停留以後は順行に移る．

　天王星　　密に東天に登る．しいてnの中央にあり．視直径3秒牟，光度6等，

10日には．月にi庵蔽される．

　海王星　饒の星であるが未だ太陽に近く，糊望出來ない．


